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一般質問通告表
令和元年第4回沖縄県議会(定例会)

07月02 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 玉城　武光（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 安心・安全で快適な社会づくりについて

(1) 災害想定と防災計画の基本的考え方について

ｱ 災害の想定について伺う。

ｲ 防災計画の考え方について伺う。

(2) 災害予防計画の推進について

ｱ 減災目標について
　沖縄県地域防災計画(平成30年修正)第１章災害予防計画、第２款災害予防計画の推
進、１減災目標で、県及び市町村は地震・津波の被害想定を踏まえて減災目標を設定
し、防災関係機関と協力して予測された被害を効果的に軽減するための防災対策を計
画的に推進する。また、県は沖縄21世紀ビジョンに定める各種減災施策を推進し、次の
減災目標の達成に努めると記述されています。次のことを伺います。

(ｱ) 自主防災組織率

(ｲ) 消防職員の充足率

(ｳ) 人口１万人当たりの消防団員数

(ｴ) 要配慮者支援計画策定市町村数

(ｵ) 土砂災害危険箇所整備率(急傾斜地崩壊対策事業)

(ｶ) 土砂災害危険箇所整備率(地すべり対策事業)

(ｷ) 防護面積(高潮対策等)

(ｸ) 防風・防潮林整備面積

(ｹ) 津波襲来に備える避難施設の整備等の達成状況はどうなっているのか。

(3) 浸水対策について

ｱ 南城市佐敷字兼久地域の浸水問題について県の対応を伺う。

2 若者支援について

(1) 高校生の何割がアルバイトをしているのか、勉学の時間を削ってまでアルバイトをする理
由などを問う。

(2) 若者のニートの実態と就労支援について伺う。

3 暮らし、福祉行政について

(1) 独居老人の実態と「孤独死」防止対策を伺う。

(2) 認知症不明者の実態と対策を伺う。

(3) 医療的ケア児の支援体制を伺う。

4 環境問題について

(1) 米軍基地が派生原因となっている残留性有害物質の汚染状況(米軍基地が建設された
当時から現在まで)と汚染除去の対策を推進すべきだ、見解を伺う。

(2) 沖縄周辺海域における海洋汚染の状況、対策について伺う。

(3) プラスチックごみの排出抑制など世界的な状況と県の対応について伺う。

(4) 産業廃棄物処理業の倉敷環境が沖縄市池原に積み上げた「ごみ山」の問題で、2023年１
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月末までに撤去するとした当初計画を変更し、2034年９月までに延長した計画書案に対
する県の対応を伺う。

5 社会資本の整備について

(1) 南部圏域の公共交通網整備の構想と進捗状況を伺う。

(2) 南部東道路の早期完成のための執行体制の強化と国道507号の早期整備を伺う。

(3) 県道137号線(通称新里ビラ)の改良整備計画を早期に推進すべきだ。進捗状況を伺う。

(4) 県道77号糸満与那原線の八重瀬町内の改良整備の進捗状況を伺う。

(5) 交通弱者対策やコミュニティーバス運行の支援を強化すべきではないか、見解を伺う。

6 漁業振興について

(1) 漁獲量、漁獲額の推移について伺う。

(2) 豊かな漁場を維持再生するための沖縄型つくり育てる漁業振興策を強力に推進すべき
ではないか、見解を伺う。

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和元年第4回沖縄県議会(定例会)

07月02 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 次呂久　成崇（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 県内の自衛隊配備で弾薬庫を「保管庫」または、「貯蔵庫施設」として記載・説明されてい
た件について、政府関係者は、「地元の首長が反対している案件であれば国が説明会を
開くが、与那国の沿岸監視隊は町側が誘致したと理解しており、説明も町に任せていた」
と話しているようだが、知事の見解を伺う。

(2) 防衛省は保管している弾薬の種類を「能力をさらすことになる」として具体的に説明してい
ない。石垣市平得大俣の配備予定地でも地対艦誘導弾、地対空誘導弾及び警備に必要
な小銃弾を保管する「弾薬庫」が４カ所、計約2100平方メートル建築すると住民説明会で
説明している。自衛隊教科書（教範）で地対艦誘導弾が火災に遭った場合、爆発するま
で約２分、その際は１キロ以上離れるか、物陰に隠れるなどの対応が示されているが、県
民の安全と生命を守る立場から防衛省に対し、保管される各誘導弾の数や種類など具体
的な説明を求めるべきではないか。知事の見解を伺う。

2 環境行政について

(1) 「沖縄21世紀ビジョン」に掲げられている、「沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切に
する島」を実現するためにも生物多様性を保全していくことは重要であり、その基本的な
計画として「生物多様性おきなわ戦略」が策定されている。県全体の課題をどのように捉
えているのか伺う。

(2) 石垣市平得大俣への陸上自衛隊配備計画で沖縄防衛局は、「営巣場所は400メートル離
れており営巣活動に支障がない」として中断していた駐屯地造成工事を再開したことに対
し、石垣市民からは「説明が不十分で納得できない」という声が上がっている。県は、予定
地周辺のカンムリワシを初めとしたレッドデータおきなわの掲載種が生息する蓋然性が高
い場合には、事業者に対しその保全の配慮を求めていきたいと２月議会で答弁している
が、対応について伺う。

(3) 世界的にも貴重な沖縄の自然や希少野生生物、天然記念物を保護するために条例を制
定し、早急に希少種の保護や外来種対策等の取り組みをする必要があると思うが県の見
解を伺う。

(4) 世界自然遺産登録の取り組み状況について伺う。

(5) 県内の多くの島々には主に海外から大量のごみが漂着し続けており、海岸漂着物は、海
岸の景観や生態系、ひいては沖縄の基幹産業でもある観光への影響が懸念されるが、県
の見解と取り組みについて伺う。

3 離島振興について

(1) 離島港湾内の放置パレット等について、いまだに解決に至っていない。港湾管理を権限
委譲した市町村や関係機関との連携、取り組み状況について伺う。

(2) 離島航空路線について、第一航空が県に損害賠償を求める訴訟を起こしているが、那覇
－粟国間の運航を初め、石垣－波照間、石垣－多良間など航空路線運休の長期化が懸
念されるが県の見解を伺う。

(3) 現在、運休している空港の維持管理の状況について伺う。

(4) 沖縄県の農業産出額は1000億円を超え、そのうち畜産部門は43％を占め本県農業の基
幹部門となっている。特に肉用牛は、サトウキビを抑え県農業のトップになっており離島に
おいても主要産業となっているが、口蹄疫などの特定家畜伝染病が離島で発生した場合
にその影響ははかり知れない。近年、増加する国内外からの観光客に対し、家畜伝染病
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侵入防止対策について十分と考えているのか、県の見解を伺う。

(5) 沖縄県アジア経済戦略構想を実現するための重点戦略「世界水準の観光リゾート地の実
現」について、現状と課題、具体的な取り組み方針について伺う。また、宮古・八重山の先
島地域の構想と計画、取り組みについて伺う。

4 福祉行政について

(1) 2018年の介護支援専門員（ケアマネ）の実務研修受講試験の受験者数が全国的に激減
している。介護保険法改正に伴い受験資格の厳格化が実施され、現場で経験を重ねた
ヘルパーなどが対象外となった影響が大きいようだが、その具体的な背景と県内の受験
者数と合格者数について伺う。

(2) 団塊の世代が85歳になる2035年ごろに深刻なケアマネ不足に陥る危険があると専門家が
指摘しているが県の見解を伺う。

(3) 沖縄県は、2025年に４人に１人は75歳の高齢者になると見込まれている。2035年問題も
含め、ケアマネの人材育成に取り組まなければならないと思うが見解を伺う。

5 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和元年第4回沖縄県議会(定例会)

07月02 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 宮城　一郎（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 観光目的税について

(1) 条例制定までどのような手続を経ていくのか流れを伺う。

(2) 使途について伺う。

(3) 予算執行に際しその権限はどの部局が担当するのか伺う。

(4) 宿泊施設の会計基幹システム改修の費用負担について伺う。

2 プラスチックごみ対策について
　海洋漂着ごみ対策に加え、プラスチックごみを排出しない取り組み、施策を伺う。

3 沖縄県における取水・配水の現状について

(1) 今般、ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ、ＰＦＨｘＳの水質混入が顕在化しているが、取水地、配水網の観
点から、影響が懸念される市町村自治体を伺う。

(2) 混入が懸念される河川、井戸群からの取水をストップした場合、県民への供給に与える影
響を伺う。

4 住民票を移さない住民の公共サービスの受益について

(1) 沖縄県における、住民票を移さない移住者の現状をどのように把握しているか伺う。

(2) 住民基本台帳法における、転入の届け出をしない者への罰則について伺う。

5 沖縄の民意を語る「全国トークキャラバン」について
　６月11日、「全国トークキャラバン」が始まった。今後の展望を伺う。また、県議会が果たせる
役割はないか伺う。

6 沖縄における在日米軍施設・区域における統合計画、返還条件について

(1) 「緊急時における民間施設の使用」について、岩屋防衛大臣が例示した、武力攻撃事態
を想定した「特定公共施設利用法」について伺う。

(2) 「施設の完全な運用上の能力の取得」について解説いただきたい。

7 数久田流弾事件の捜査状況について
　同口径の射撃訓練が再開されたと報道があった。捜査の進捗を伺う。また、「規則に定めら
れた手順が適切に行われなかった。」と原因を特定したとあるが、氏名不詳の被疑者は特定
されたのか伺う。

8 辺野古における沖縄県警機動隊の警備について

(1) 現在、辺野古キャンプ・シュワブゲート前で行われている機動隊の活動はどのような任務
に当たるのか伺う。

(2) 「術科必携」に定めるところの小手返し等の関節わざについて伺う。

(3) 階級章、及び識別章について伺う。

9 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和元年第4回沖縄県議会(定例会)

07月02 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 照屋　大河（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 安倍政権が10月に予定する消費税増税に反対する人が60％に上ることが６月１日、２日
に実施された全国面接世論調査でわかった。増税反対の理由は、低所得者の負担が重
くなる逆進性の問題を挙げる人が最多の33％、税金の負担増が大変だと考える人と、景
気への悪影響を懸念する人がいずれも23％で続いている。消費税増税に対する知事の
見解を伺う。また、増税による県経済や県民生活への影響について、どのように分析して
いるか県の見解を伺う。

(2) 95歳まで生きるには夫婦で2000万円の蓄えが必要だとする金融庁金融審議会の報告書
が、参院選への影響を警戒する政府によって撤回に追い込まれた。年金制度の限界を直
視した問題提起までもが政府権力によって封殺される事態に対する、知事の見解につい
て伺う。

(3) 小型無人飛行機ドローンによる自衛隊施設や在日米軍基地上空の飛行禁止を盛り込ん
だ改正ドローン規制法が６月13日施行された。今後、ドローンによる報道の自由、国民の
知る権利が確保できるかは不透明のままだ。この改正について知事の見解を伺う。

2 辺野古新基地建設問題について

(1) 名護市辺野古の新基地建設をめぐり、政府が昨年12月に辺野古側の埋立区域に土砂を
投入して６月14日で半年が経過した。防衛局が示す工程表と比較して、工事の進捗を県
はどのように分析するか。

(2) 「Ｋ８」護岸からの土砂の陸揚げは、護岸の目的外使用ではないか。護岸の形状を変更す
るには知事への申請が必要ではないか。県の見解について伺う。

3 米軍基地問題について

(1) 名護市数久田の農作業小屋に米軍キャンプ・シュワブから流弾があった事故で、米軍が
原因を「人為的ミス」と位置づけ、流弾と同一の50口径弾を使用した射撃訓練を「再発防
止策を講じた上で再開する」としているが、県は再発防止策について説明を受けている
か。訓練再開に対する県の見解とあわせて伺う。

(2) 浦西中学校のテニスコートに米軍普天間飛行場所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターか
ら部品が落下する事故が発生した。最も安全であるべきはずの学校で、繰り返し発生する
米軍機落下物事故に対する県の見解について伺う。

(3) 北谷浄水場の水源から発がん性が指摘される有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ等）が
検出された問題について、問題発覚後の県の対応について伺う。

4 沖縄戦及び米軍事件に関する記憶の継承について

(1) 沖縄県知事として平和宣言を行った沖縄全戦没者追悼式に参加しての所感について伺
う。

(2) 石川・宮森小学校米軍ジェット機墜落事件、60周年慰霊祭に参加した知事の所感につい
て伺う。

(3) 県内に埋没する不発弾について、2018年度までの処理量及び直近５年の処理量を伺う。
全ての不発弾を処理するまでにあと何年かかるか。県の推計を伺う。

5 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和元年第4回沖縄県議会(定例会)

07月02 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 玉城　　満（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 知事の全国キャラバンの趣旨、内容、成果について伺う。

(2) 辺野古新基地阻止に向けて新たなる施策について伺う。

(3) 琉球歴史文化の日制定の進捗について伺う。

(4) フジロックフェスティバルの知事の参加について伺う。

(5) アジア諸国との友好都市締結について伺う。

2 磁気探査事業について

(1) 県内業者のアジアでの事業展開について伺う。

(2) 広域探査発掘加速化事業、住宅等開発磁気探査支援事業における受注業者選定の条
件について伺う。

(3) 磁気探査事業はコンサル部門とは別の枠組みにすべきと考えるが見解を伺う。

3 公共交通関連について

(1) 鉄軌道を含む新たな公共交通システム導入事業について

ｱ 進捗について伺う。

ｲ 政府との調整について伺う。

(2) 沖縄都市モノレール延伸について

ｱ 可能性調査について伺う。

ｲ 環状化について見解を伺う。

4 都市計画関連について

(1) 中城村と北中城村の中部広域都市計画区域への編入要望について県の取り組みにつ
いて伺う。

(2) サンライズベルト構想について県の取り組みについて伺う。

5 他国地位協定調査報告関連について

(1) 調査地における現地基地従業員の処遇について伺う。

6 我が会派の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和元年第4回沖縄県議会(定例会)

07月02 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 比嘉　瑞己（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 辺野古新基地建設問題について

(1) 沖縄防衛局によるＫ８護岸での土砂陸揚げに対する、県の行政指導を問う。

(2) サンゴの特別採捕許可申請への対応について問う。

2 石垣島自衛隊配備の工事について

(1) カンムリワシ等の希少動植物等への影響と、県の対応を問う。

(2) 工事の進捗状況と水環境への影響を問う。

(3) 環境保護条例を尊重し自主アセスを求めるべきである。見解を問う。

3 自然環境保護について

(1) 沖縄における絶滅のおそれのある希少種は何種か。

(2) 希少野生動植物保護条例の基本方針を問う。

4 誰ひとり取り残さない社会の実現に向けて

(1) 中学校卒業後に進学も就職もしていない若者の推移を問う。

(2) 県立高校入試における最終的な不合格者数の推移を問う。

(3) 県立高校中途退学者の推移と全国比較について問う。

(4) スクールカウンセラーの役割と配置状況を問う。

5 公立夜間中学設置に向けて

(1) 戦後の混乱期の中で学校に通えなかった人や、外国籍の人、不登校などさまざまな事情
から十分な教育を受けられないまま卒業をした人がいる。学び直しのための公立夜間中
学の設置が求められている。夜間中学ニーズ調査結果の概要を問う。

6 高齢者への難聴支援について

(1) 難聴による社会生活への影響について見解を問う。

(2) 補聴器購入事業の支援と現状を問う。

(3) 集団補聴設備「磁気ループ」を普及促進するべきである。見解を問う。

7 我が党の代表質問との関連について


